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岐阜県坂本峠地域における三畳紀・ジュラ紀放散虫化石の産出とその意義

脇田浩二＊　礒見　博＊＊

WAKITA，K．and　IsoMI，H．（1986）Discovery　of　Triassic　and　Jurassic　radiolarians　from

　　the　Sakamoto－toge　area，Gifu　Prefecture　and　its　significance。B％」乙σoo乙S％7∂．

　　ノ41）α9z，vol．37（6），p。325－333．

Aめstract：Middle　or　late　Triassic　and　earlyP　to　middle　Jurassic　radiolarians　were　discov－

ered　from　the　shale－dominated　strata　in　the　Sakamoto－toge　area，Gifu　Prefecture，

central　Japan．The　strata　have　been　long　believed　to　be　of　mi（1dle　Carboniferous　to

middle　Permian　age　on　the　basis　of　fusulinids　in　limestones．

　　Detailed　field　observations　and　paleontological　examinations　show　that　the　strata

consist　mainly　of　olistostromes　having　a　number　of　clasts　and　olistoliths　of　sandstone，

greenstone，Triassic　and　PermianP　chert　and　Permian　and　Carboniferous　limestone　in

the　earlyP　to　middle　Jurassic　slumped　shale．

は　じ　め　に

　坂本峠地域は岐阜県北部にあって，美濃帯北縁部に位

置し，そこには泥岩・砂岩・チャート・石灰岩・緑色岩

類などからなる地層が分布している．本層について，

KANuMA（1953，1958a，b，1959，1960）は紡錘虫化石を用

いた生層序学的研究を行い，石灰岩から産する紡錘虫化

石を記載・報告し，F％s％」’％〃砕F％s％伽αzone，Tグ魏痂os

zone，　Ps6z640sohz仇z867勿zα　zone，　Pα駕αプ初s％あ％α　zone

及び1〉；θosoh醐967加zoneを識別した．そして，この

地層を石炭紀中期の明山層，石炭紀後期の大原層，二畳

紀前期の奥明方層及び二畳紀中期の奥住層とに区分した．

石炭紀後期のT7耽吻s　zoneの紡錘虫石灰岩は美濃帯で

は極めてまれであるが，本地域ではT7勉舵s石灰岩が

数地点で確認されている。

　従来紡錘虫化石によって石炭系一二畳系と考えられて

いた美濃帯各地の地層から，近年ジュラ紀中一後期の放

散虫化石が続々と報告され（例えばMIZUTANI6≠磁，

1981），美濃帯の地層の多くがジュラ系であることが明

らかにされた．そして，放散虫化石やコノドント化石に

よる地質時代の再検討と詳細な野外観察の結果，従来美

濃帯各地で報告されていた石炭紀中期一三畳紀後期の化

石を産出する石灰岩，チャート及びそれらに伴う緑色岩

類は，ジュラ紀のオリストストロームに伴う異地性岩体

と解釈されるようになった．特に，坂本峠地域の地層の

＊地質部

＊＊元所長

それぞれ北東及び南東延長にあたる地層が分布する岐阜

県高山市東部地域や郡上八幡周辺地域では，ジュラ紀の

オリストストロームと異地性岩体についての詳しい研究

がなされている（脇田・岡村，19821脇田，1982，1983，

1984；ADAcHI　and　KoJIMA，1983；小嶋，1982，1984；

山田ほか，1985）．これらの研究の結果，坂本峠地域で

も放散虫化石による地質時代と堆積相の再検討を行う必

要に迫られてきた．著者の一人礒見は，坂本峠地域を含

む5万分の1地質図幅r萩原」地域の中・古生層の層序

学的研究を行ってきたが，今回，脇田とともに放散虫化

石による地質時代の再検討を行った・その結果，泥岩4

試料からジュラ紀の放散虫化石を，チャート1試料から

三畳紀の放散虫化石をそれぞれ抽出したのでここに報告

し，今後の研究の資料としたい．

　本研究にあたり，名古屋大学理学部の水谷伸治郎教授

及び足立守助教授には，野外調査・室内作業・原稿作成

の各段階で有益な御意見をいただいたばかりではなく，

放散虫化石処理に協力していただいた．記して謝意を表

する．

地質概説
　坂本峠地域には，白亜紀後期の濃飛流紋岩類が広く分

布している。その中に断層で囲まれて，飛騨外縁構造帯

の結晶片岩・デボン系・石炭系・蛇紋岩と美濃帯の堆積

岩類が分布している．飛騨外縁構造帯と美濃帯は断層で

境されている．

　坂本峠地域の美濃帯の堆積岩類は，泥質海底地すべり

堆積物（オリストストローム）を主体とし，石灰岩・チャ
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第1図 坂本峠地域の放散虫化石産出地点周辺のルートマツプ
（イラス谷・明山林道）

（挿入図には国土地理院発行の1：50，000地形図「萩原」を使用）

　　　　　　　一326一



岐阜県坂本峠地域における三畳紀・ジュラ紀放散虫化石の産出とその意義（脇田浩二・礒見　博）
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一ト・緑色岩類の孤立岩体などを伴っている，第1図に

今回報告する放散虫化石の産出地点付近のルートマップ

を示した．泥質海底地すべり堆積物は，剥離性のある泥

岩中に長径数mmから数mの砂岩の礫を含むエンドオ

リストストロームHや，砂岩礫のほかに数mmから数

mのチャート礫を含むアロオリストストロームを主体

とし，エンドオリストストローム1はまれである1）．

　石灰岩は白色・明灰色ないし灰色を呈し，厚さ2－200

mの岩体である。石灰岩の一部には，ドロマイトも存

在する．チャートは明灰色一暗灰色ないし淡青色などを

呈し，厚さ2－300mの岩体である．いずれも泥質海底

地すぺり堆積物に挟まれた孤立岩体として存在する．

　第1図のLoc．1の南方約1，000mの石灰岩は上部石

炭系であって，KANuMA（1958a）が大原層（T7痂碗6s

zone）の模式層とした石灰岩岩体の北西端にあたる，第

1図のLoc．2の北方約500mの比較的大きな石灰岩は，

約500×200mの面積を占める石灰岩岩体の北東端にあ

たる。この石灰岩岩体は，大部分が下部二畳系であるが，

最下部は上部石炭系（T7漉痂6s　zone）に及ぶ．

化石産出試料
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第1図　つづき

今回，坂本峠地域において，第2図に示した数多くの

地点の泥岩・チャート及び凝灰岩を採取し，放散虫化石

の抽出を試みた．その結果，泥岩4試料とチャート1試

料から放散虫化石を抽出することができた。放散虫化石

を産出した泥岩は，坂本峠東方約800mのイラス谷沿

いの地点（Loc．1）で採取された試料R33534（GSJ）・試

料MA85051206と，坂本峠の南南東約2kmの明山林

道沿いの露頭（Loc。2）で採取された試料R33535（GSJ）

及び明方村明山南方（Loc。3）で採取されたMA

85051115である．

　試料R33534，試料MA85051206及び試料MA
85051115は，径1m以下の砂岩礫を数多く含む剥離性

のあるやや緑がかった暗灰色の泥岩で，エンドオリスト

ストローム豆の基質に相当する。また試料R33535は，

径15cm以下の砂岩礫や径10cm以下のチャート礫を

含むア白オリストストロームの基質を構成している剥離

性のある暗灰色の泥岩である，

　一方，試料MA85051111はオリストストロームに囲

まれたチャート岩体（Loc．4）の一部を構成する灰色の層

状チャートである。

1）　オリストストロームの分類は脇田（1983）による．

一327一



　　　　地質調査所月報（第37巻第6号）

　　　第2図　坂本峠地域における試料採取地点
　　（基図としての国土地理院発行の1：25，000地形図「飛騨大原」・「二間手」を使用）
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岐阜県坂本峠地域における三畳紀・ジュラ紀放散虫化石の産出とその意義（脇田浩二・礒見　博）

放散虫化石と地質時代

　本地域において原地性の泥岩から産出した放散虫化石

は，以下の通りである，

試料R33534（Loc．1）

猛％％魏　sp．（P1，1－6）。　恥％％％z（～）　sp．（PL　I－5），　Pづo！ツo一

痂舵伽（P）々α吻ooηs乞s　MlzuTANI＆KIDo（PL　I－3）

Pα7zノづo伽8z観z　sp．（P1．1－4），E％（ッ7読だo〃％〃z　sp．（Pl．1－10）

Pα窺伽61伽卿（P）sp．，P耀oo％ooαηo窺吻αsp．

試料MA85051206（Loc．1）

猛z傷n¢sp．，Pα7z如7zθ〃勉卿sp．（PL　I－11）

ハ名ohα60厚）o％90ρ7％多z％〃z　sp．，Sンリo％90sα渉％仰zαあs　sp、

試料R33535（Loc。2）

桃％z6〃z（P）sp．（Pl。1－7），　P召7”勿わzg％旋z（P）　sp．（P1．1－8）

T7づooJooαカsαsp．（Pl．1－9），P7αooo％ooαηo窺〃zαsp．（Pl．1

－12）

試料MA85051115（Loc，3）

∬s％％窺spp．（Pl。1－13，14）

　これらの放散虫化石のうち，D魏yo吻飽llα（P）
々α窺06％Sおはジュラ紀のP歪0砂o彫露Z6〃α（p）々α窺06％舘S

－P伽！伽6♂伽卿力”6α！％郷群集の特徴種である（MIzu－

TANI窃砿，19811木戸ほか，19821MIzuTANI　and
KIDo，　1983）．　Pα7z渉ごz％6〃伽郷　sp．をま，　Z）廊砂o窺髭761」α（P）

肋卿o飢跳一P砺如紹〃伽吻プb泥α如郷群集の特徴種の

Pα窺伽θ〃伽吻力”θα伽解に類似している，そして

E％oッ痂4∫θll％窺sp．は，保存状態が悪くてはっきりしな

いが，外形の特徴からみると伽砂漉4観伽〃3％肱堀一

θ％S乞sに似ている．Eπcy痂漉o”％彫観％卿α6％Sおは

U％％卿α60h伽≠％s群集及び測o！yo郷伽召”α（P）肋郷o一

伽s乞s－Pα獅伽6〃伽窺力”召α伽窺群集に産する（八尾ほか，

19821木戸ほか，1982）．またEs％％窺spp．やT7JooJo．

o砂sαsp．などは，美濃帯各地から産出しているジュラ

紀中期のU％〃昭60h初α㍑5群集及びP名o砂o翅♂吻〃α（P）

肋〃zo翻s乞s－Pα魏碗εμ1％蜘力％α伽〃z群集からも産出し

ている，

　以上のことから，泥岩試料R33534，R33535，MA

85051206から産する放散虫化石はジュラ紀中期の放散

虫化石群集に属するものとみなすことができる．

　ただしP7αθoo％ooσ7yo窺窺αsp・は，従来ジュラ紀中期

のU％％郷αθoh伽！％s群集や窺o∫yo痂舵〃α（P）肋規08・

％s∫s－Pα班伽6〃勉郷力”6α伽〃3群集にはあまり知られ

ておらず，ジュラ紀後期の！協7吻躍sわα漉図群集（水谷，

1981；足立，1982）に含まれているものに類似している。

また，P灘加伽g％1αsp．もジュラ紀中期のU％％蜘α

60h伽碗郷群集及びZ）観ッo規伽o伽（P）肋窺o伽廊一

Pα漉碗6〃伽窺力泥α伽窺群集のP併∂癖π8吻属の化石

とは異なっている．

　これらP7％oo％ooαηo郷翅αsp．やPα7加o勿8’％」αsp．の

存在は，試料R33534，試料MA85051206及び試料R

33535から産出した放散虫化石がPガαyo痂惚砺（？）

肋〃zo6％爵rP副雌oJl勉卿初6伽卿群集より新しく，

ハ4醜吻S郷δα吻璽群集より古い未知の群集に属する可能

性もある．しかし，試料数や産出化石種数も限られてお

り，かつ化石の保存状態が悪いこと及びルf獅物s鰐属な

どジュラ紀後期を示す特徴的な放散虫化石を欠いている

ことから，本報告では試料R33534，試料MA
85051206及び試料R33535から得られた放散虫化石を

ジュラ紀中期の群集のものとした．

　一方試料MA85051115から産出したπs％％彫spP．は

ジュラ紀中期の放散虫化石群集のものとは異なり，

PEssAGNo　and　WHALEN（1982）がジュラ紀前期のもの

とした∬s観郷sp．Dや0伽麓郷属放散虫化石と類似し

ている。したがって，試料MA85051115の群集はジュ

ラ紀中期よりも古く，ジュラ紀前期である可能性が高い，

　またチャート岩体（Loc．4）の試料MA85051111は，

八尾ほか（1982）が三畳紀中一後期を指示する属とした

丁吻ssooα〃zρ6sp．（Pl．1－15）を産する．したがってチャー

トに三畳紀中一後期のものがあることが明らかになった．

　以上に述べたように，坂本峠地域の泥質海底地すぺり

堆積物の基質の泥岩からジュラ紀（前一）中期の放散虫化

石が，一方チャートからは三畳紀中一後期の放散虫化石

が得られた．石灰岩には従来から石炭紀中期一二畳紀中

期の紡錘虫化石が産出することが知られている．これら

の化石の証拠とチャート・石灰岩及び緑色岩類は泥質海

底地すべり堆積物中に孤立岩体として挟在しているとい

う野外観察結果とを考え合わせると，チャートと石灰岩

及びそれらに密接に伴う緑色岩類はジュラ紀（前一）中期

の泥質海底地すぺり堆積物（オリストストローム）と共に

再堆積した異地性岩体であると判断できる．

ま　と　め

　1．坂本峠地域の地層には，泥質海底地すぺり堆積物

（オリストストローム）が卓越し，その中にチャート・石

灰岩・緑色岩類からなる孤立岩体が挟在する．

　2・　泥質海底地すべり堆積物の基質の泥岩からはジュ

ラ紀（前一）中期の放散虫化石が，チャート岩体からは三

畳紀中一後期の放散虫化石が産出する．

　3．石炭紀中期一二畳紀中期の紡錘虫化石を産する石

灰岩や三畳紀（一部二畳紀P）のチャート及び石灰岩に密

接に伴う緑色岩類は，ジュラ紀（前一）中期の泥質海底地
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すべり堆積物（オリストストローム）と共に再堆積した異

地性岩体である．
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